
※1　受験資格の年齢は、令和7年4月1日時点の年齢です。
※2　「職務年数」には、1週間当たりの所定労働時間が30時間以上で、1年以上継続して就業していた期間が

該当します（産前産後休暇期間は含み、育児休業などの休業期間は除く）。

試験区分 予定人数 受験資格（※1）
一般事務（大卒程度） 10人程度 平成元年4月2日以降に生まれた人（35歳以下）

建築技師（大卒程度） 1人程度

平成元年4月2日以降生まれ（35歳以下）で、次のいずれかに該当する人
①一級建築士の資格を持っている
②一級建築士の受験資格を持っている、または令和７年３月末までに

受験資格を持つ見込みである

学芸員≪日本史≫
（大卒程度）

1人程度

平成元年4月2日以降生まれ（35歳以下）で、次の全てに該当する人
①学芸員の資格を持っている、または令和7年3月末までに取得見込

みである
②大学または大学院で、日本近世史を専攻して卒業した、または令和

7年3月末までに卒業見込みである
③日本近世の古文書の読解ができる

社会福祉士または
精神保健福祉士
（大卒程度）

1人程度
平成元年4月2日以降生まれ（35歳以下）で、社会福祉士または精神
保健福祉士のいずれかの資格を持っている、または令和7年3月末ま
でに取得見込みの人

社会福祉士
（実務経験者）

1人程度

昭和59年4月2日以降生まれ（40歳以下）で、社会福祉士の資格を
持っており、社会福祉施設、医療機関などで相談支援業務に従事した
職務年数（※2）が平成29年4月1日から令和6年3月31日までの間
に通算4年以上ある人

一般事務
（社会人経験者/

即戦力）
4人程度

昭和54年4月2日から平成6年4月1日までに生まれた人（31歳以上
45歳以下）で、民間企業など（会社員、公務員、団体職員、自営業者など）
での職務年数（※2）が平成29年4月1日から令和6年3月31日まで
の間に通算4年以上ある人

■試験日程　7月14日㊐  9:00～　　■試験会場　市内本渡地区（申込者に通知）

■申込方法　5月1日㊌から31日㊎までに、市ホームページおよび
採用試験案内に記載のURL・二次元コードから申し込んでください。

市ホーム
ページ▶

※資格要件の詳細は、市ホームページまたは採用試験案内（総務課、各支所に設置）で確認してください。
※同日に実施する他の試験区分および9月に実施予定の後期日程試験との併願はできません。また、申込受付

後の試験区分の変更はできません。
※一般事務（高卒程度）などの採用試験は9月22日㊐に実施予定 ■申 ■問 総務課 ☎24-8800
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施政方針
令和6年度

　
本
市
で
は
、
昨
年
2
月
の
天

草
未
来
大
橋
の
開
通
を
は
じ
め
、

7
月
に
は
「
あ
ま
し
ん
ス
タ
ジ

ア
ム
」
が
オ
ー
プ
ン
、
今
年
3

月
に
は
「
御
所
浦
恐
竜
の
島
博
物

館
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
9
月
に
は

熊
本
県
民
体
育
祭
が
11
年
ぶ
り
に

天
草
地
域
で
開
催
さ
れ
、
全
24
競

技
の
う
ち
16
競
技
が
本
市
で
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
令
和
8
年
に

は
雲
仙
・
天
草
国
立
公
園
が
指
定

70
周
年
を
迎
え
る
な
ど
、
本
市
が

持
つ
地
域
資
源
を
活
用
し
た
、
新

た
な
地
方
創
生
や
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
チ
ャ
ン
ス
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
急
速
に
進
み
、
担
い
手
不

足
に
よ
る
経
済
や
ま
ち
づ
く
り
活

動
の
停
滞
な
ど
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
令
和
２
年
か
ら

約
3
年
間
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
本

市
の
産
業
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
そ
の
中
で
の
昨
今
の
物
価
高

騰
は
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
に

さ
ら
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
感
染

症
や
物
価
高
騰
に
伴
う
経
済
支
援

な
ど
を
多
岐
に
わ
た
っ
て
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
昨
年
3
月
か
ら
「
市
民

と
市
長
の
意
見
交
換
会
」
を
合
計

18
回
開
催
し
、
各
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
や
子
育
て
、
農
業
、
学
校
教

育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
令
和
5
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
第
3
次
天
草
市

総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
「
と

も
に
つ
な
が
り
　
幸
せ
実
感
　
宝

の
島
〝
天
草
〞
」
の
実
現
の
た
め

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
市
長
就
任
１
期

目
の
最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
。
私

の
施
政
の
テ
ー
マ
は
「
つ
な
が
る

チ
カ
ラ
で
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

天
草
の
す
ば
ら
し
い
地
域
資
源
、

そ
し
て
皆
さ
ま
の
知
恵
と
力
を
つ

な
ぐ
こ
と
で
、「
だ
れ
も
が
天
草

に
誇
り
を
持
ち
、
心
豊
か
に
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和6年第1回市議会定例会が2月19日から3月15日まで開かれ、
馬場市長が令和6年度の市政運営に対する所信を述べました。
今号では、8つの重点政策ごとにその概要をお知らせします。

写真：御所浦町の烏峠展望所

問い合わせ先

牛  深☎73-2111・有  明☎53-1111
御所浦☎67-2111・倉  岳☎64-3111
栖  本☎66-3111・新  和☎46-2111
五  和☎32-1111・天  草☎42-1111
河  浦☎76-1111

天草市役所 ☎23-1111
〒863-8631 天草市東浜町8番1号

支　所

本　庁

※（　）内は前月比

72,516人
34,302人
38,214人
35,942

（650減）
（313減）
（337減）
（130減）

出生
死亡
転入
転出

26人
130人
264人
810人

３月末日現在

３月中の異動

人　口
男
女

世帯数

人のうごき

44 令和７年度採用市職員を募集

42 休日在宅病(医)院／水道修繕当番店
献血日程

35 キラリ天草人

38 宝島のわだい

43 お出かけ情報／市長コラム

11 学芸員のイチオシ／天草の旬いただきます！

40 市民のひろば

21 くらしの情報

37 ハッピーバースデー
36 元気☆あまくさっこ／〇〇な人み～つけた！

20 いきいき健康

2 令和６年度施政方針

10 副市長就任あいさつ
8 令和６年度予算

16 令和６年度職員体制
18 みんなでつくろう災害に強いまち

14 こども家庭センターを開設
12 「Feel good Amakusa」発刊！

主な内容
5月号

2024

YouTube InstagramLINE

天草市公式SNS

Facebook
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妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目

な
い
支
援
と
し
て
、本
市
に
居
住
し
、

保
育
園
な
ど
に
通
園
す
る
３
歳
未
満

児
の
保
育
料
の
無
償
化
を
実
施
し
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
子

ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

小
・
中
学
校
へ
の
入
学
や
中
学
校

を
卒
業
す
る
子
ど
も
、
18
歳
に
到
達

す
る
子
ど
も
を
養
育
す
る
保
護
者
を

対
象
に
「
入
学
等
祝
金
支
給
」
の
制

度
を
創
設
し
ま
す
。
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、

電
子
地
域
通
貨
「
天
草
の
さ
り
ー
」

で
支
給
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
代

の
応
援
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に

も
つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
充

実
を
目
指
す
取
り
組
み
と
し
て
、
天

草
小
・
中
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て

研
究
を
進
め
て
き
た
「
天
草
体
験
学

習
」
を
市
内
の
全
小
・
中
学
校
に
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
世
界
遺
産
学
に

加
え
、
新
た
に
御
所
浦
恐
竜
の
島
博

物
館
を
活
用
し
た
体
験
学
習
に
も

取
り
組
み
、
児
童
・
生
徒
の
特
性
に

応
じ
た
学
習
や
個
別
最
適
で
主
体

的
な
学
び
を
支
援
し
ま
す
。

昨
年
、
市
内
の
中
・
高
生
の
ア
メ

リ
カ
・
エ
ン
シ
ニ
ー
タ
ス
市
、
韓
国

忠
清
大
学
校
と
の
交
流
が
４
年
ぶ
り

に
再
開
し
ま
し
た
。
国
際
感
覚
豊
か

な
人
材
育
成
の
た
め
、
引
き
続
き
交

流
事
業
を
進
め
ま
す
。

市
内
13
校
の
中
学
校
体
育
館
へ
の

空
調
設
備
の
設
置
に
取
り
組
み
、
生

徒
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
教
育
環

境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
学
校
給
食
に
天
草
産
の
食

材
を
使
用
し
地
産
地
消
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
学
校
給
食
食
材
費
の
値

上
が
り
分
を
助
成
し
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心

に
、
各
種
目
協
会
と
連
携
し
て
大
会

や
合
宿
な
ど
を
積
極
的
に
誘
致
し
、

市
外
か
ら
多
く
の
来
訪
者
を
呼
び
込

み
、
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

博
物
館
の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
発

信
し
集
客
に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も

に
、
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
や
ア
メ

リ
カ
・
モ
ン
タ
ナ
州
の
カ
ー
タ
ー
郡

立
博
物
館
と
連
携
し
、
化
石
の
発
掘

調
査
や
自
然
遺
産
に
関
す
る
調
査
研

究
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
博
物
館
を
拠
点
と
し
て
御

所
浦
島
内
を
周
遊
す
る
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
人
に
興
味
や
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
取
り
組
み
を
展
開
し
ま

す
。さ

ら
に
、
御
所
浦
交
流
セ
ン
タ
ー

の
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
老
朽

化
し
た
施
設
の
整
備
や
宿
泊
環
境
の

改
善
を
行
う
な
ど
、
博
物
館
の
開
館

に
伴
う
官
民
一
体
と
な
っ
た
受
け
入

れ
態
勢
の
強
化
に
よ
り
、
御
所
浦
地

域
の
持
続
的
な
振
興
施
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

国
指
定
史
跡
・
棚
底
城
跡
の
価
値

や
天
草
五
人
衆
が
活
躍
し
た
中
世
の

歴
史
の
解
明
、
城
郭
を
紹
介
す
る
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備
を
進
め
ま

す
。ま

た
、
世
界
文
化
遺
産
「
天
草
の

﨑
津
集
落
」
の
保
全
・
活
用
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
本
市
の
資
料
館
が

収
蔵
し
て
い
る
歴
史
・
民
俗
資
料
の

価
値
を
再
評
価
し
、
質
の
高
い
資
料

展
示
や
魅
力
あ
る
資
料
館
の
構
築
に

努
め
ま
す
。

令
和
８
年
７
月
の
指
定
70
周
年
に

向
け
て
、
天
草
西
海
岸
を
主
と
し
た

美
し
い
自
然
景
観
・
景
勝
地
の
整
備

や
保
全
を
図
り
、
稼
げ
る
観
光
地
を

目
指
し
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
向
上
に
資
す
る
宿

泊
施
設
の
整
備
・
改
修
に
加
え
、
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
や
合
宿
誘
致
を

促
進
す
る
た
め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
対
す
る
支
援
、
観
光
客
等
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
陸
・
海
・

空
の
交
通
事
業
者
、
旅
行
事
業
者
な

ど
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。拠

点
と
な
る
施
設
等
を
整
備
す
る

た
め
の
民
間
公
募
を
行
う
な
ど
、
関

係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

水
産
業
お
よ
び
牛
深
漁
港
を
核
と

し
て
、
官
民
が
連
携
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
交
流
人
口
の
増
大
を
図
り
ま

す
。ま

た
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
魚
価

お
よ
び
所
得
の
向
上
、
地
域
の
担
い

手
確
保
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
海
業

振
興
計
画
」
を
策
定
し
、「
牛
深
港

周
辺
地
域
活
性
化
構
想
」
と
連
動
し

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

資
源
を
含
め
た
森
林
資
源
の
有
効
活

用
を
図
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
以
降
、
製
造
業
や

Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
の
誘
致
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
18
社
が
本
市
に
進
出
し
、

38
人
の
地
元
雇
用
を
生
み
出
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
雇
用
の
場
の
確
保

と
若
者
の
地
元
定
着
を
図
る
た
め
、

企
業
の
誘
致
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。ま

た
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
産

業
の
創
出
と
地
場
産
業
化
を
推
進
す

る
た
め
、
天
草
工
業
高
等
学
校
情
報

技
術
科
に
Ｃ
Ｇ
を
学
べ
る
環
境
を
整

備
し
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
人
材
育
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
若
年
層
の
地
元
就
職
促

進
の
た
め
、
企
業
と
地
元
高
校
の
連

携
支
援
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
新
た
な
価
値
を
創
造

す
る
人
材
育
成
事
業
お
よ
び
デ
ザ
イ

ン
経
営
の
取
り
組
み
に
向
け
た
支
援

を
、企
業
・
行
政
・
教
育
、研
究
機
関
・

金
融
機
関
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
引

き
続
き
進
め
ま
す
。

ま
た
、
世
界
的
な
半
導
体
メ
ー
カ

ー
「
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
」
の
熊
本
進
出
に
関

し
て
、
台
湾
と
の
交
流
や
、
今
後
、

関
連
企
業
の
誘
致
や
観
光
分
野
で
の

誘
客
に
つ
い
て
、
県
や
県
内
他
市
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
ま

す
。電

子
地
域
通
貨「
天
草
の
さ
り
ー
」

を
市
民
や
観
光
客
へ
普
及
し
、
利
用

促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
市
の
事
業
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
補
助
金
や
給
付
金
な
ど
を
地

域
通
貨
に
移
行
す
る
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

よ
り
多
く
の
天
草
産
品
の
付
加
価

値
向
上
を
図
る
た
め
、
商
品
開
発
に

対
す
る
支
援
対
象
を
、
こ
れ
ま
で
の

新
商
品
の
み
か
ら
既
に
販
売
中
の
商

品
に
ま
で
範
囲
を
拡
大
し
、
事
業
者

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

新
た
な
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す

る
た
め
、「
天
草
市
新
規
就
農
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し
て
、

新
規
就
農
者
の
農
業
技
術
力
を
育

て
、
安
定
し
た
農
業
経
営
を
行
う
た

め
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
樹
園
地
の
基
盤
整
備
や
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
航
空
防
除
の
推
進
を

は
じ
め
、
果
樹
、
園
芸
作
物
、
畜
産
、

水
田
農
業
な
ど
で
、
作
業
の
省
力
化

や
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
現

場
の
実
態
に
応
じ
た
天
草
型
ス
マ
ー

ト
農
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
本
市
の
畜
産
業
を
悪
性
家
畜

伝
染
病
な
ど
か
ら
守
る
た
め
の
防
疫

対
策
事
業
を
拡
充
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
業

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
防
護
柵
設
置
事

業
や
処
理
施
設
の
受
入
体
制
を
拡
充

し
、
捕
獲
隊
員
の
確
保
と
負
担
軽
減

に
つ
な
げ
ま
す
。

漁
業
経
営
の
多
角
化
や
先
進
的
な

取
り
組
み
、
作
業
の
省
力
化
な
ど
へ

の
支
援
を
拡
充
し
、
ス
マ
ー
ト
漁
業

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
者
と
一
体
と
な
っ
て

進
め
て
い
る
藻
場
の
再
生
を
、
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
事
業
を
取
り
入
れ
な
が

ら
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
水
産
資
源
の

維
持
・
増
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

養
殖
業
者
等
の
被
害
軽
減
と
経
営

の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン

等
に
よ
る
観
測
と
漁
業
者
な
ど
が
実

施
す
る
海
水
検
査
情
報
の
一
元
管
理

に
取
り
組
み
、
素
早
い
初
動
体
制
の

構
築
や
予
測
・
対
策
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

市
内
外
の
関
係
事
業
者
の
実
態
を

調
査
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
天
草
産

材
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
住
宅
の
木
質
化
に
対
す
る
補
助

を
追
加
・
拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、
造
林
か
ら
伐
採
、
搬
出
、

木
材
の
製
材
、
加
工
、
そ
し
て
木
材

を
使
用
し
た
住
宅
建
築
や
商
品
開
発

な
ど
、
天
草
地
域
に
適
し
た
林
業
の

６
次
産
業
化
に
取
り
組
み
、
未
利
用

﹁
子
育
て
す
る
な
ら
天
草
市
﹂

と
言
わ
れ
る
ま
ち
へ

学
び
の
支
援

国
際
交
流

教
育
環
境
の
整
備

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

　
　
　
交
流
人
口
の
増
加

御
所
浦
恐
竜
の
島
博
物
館

　
　
　
オ
ー
プ
ン
を
契
機
に

雲
仙
・
天
草
国
立
公
園
指
定

70
周
年
に
向
け
て

大
会
・
合
宿
誘
致
／

　
　
各
事
業
者
と
の
連
携

商
工
業
の
振
興
と

　
多
様
な
働
く
場
の
確
保

農
業
の
振
興

水
産
業
の
振
興

歴
史
文
化
の
保
存
・
継
承

赤
潮
対
策

林
業
の
振
興

地
域
経
済
の
活
性
化

本
渡
港
周
辺
環
境
整
備

牛
深
港
周
辺
環
境
整
備

天
草
産
品
の
販
路
拡
大

か
く

つ
の
政
策

8安
心
し
て
生
み

　
育
て
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現

交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

天
草
の
未
来
を
支
え
る
人
材

の
確
保
や
資
源
の
有
効
活
用
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市
民
生
活
に
密
接
す
る
国
道
・
県

道
の
整
備
や
都
市
計
画
道
路
、
生
活

拠
点
間
を
結
ぶ
市
道
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
計
画
的
に
改
良
・
整
備

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
、
林
道
機
能
を
有
す
る
市
道
や
農

道
に
張
り
出
し
た
危
険
木
、
支
障
木

の
計
画
的
な
伐
採
に
取
り
組
み
ま

す
。さ

ら
に
河
川
や
港
湾
、
海
岸
、
排

水
路
等
の
整
備
に
加
え
、
橋
梁
や
ト

ン
ネ
ル
な
ど
の
施
設
も
、
安
全
性
の

確
保
や
長
寿
命
化
を
図
り
、
生
活
環

境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

事
業
者
の
経
営
安
定
に
よ
る
地
域

の
雇
用
維
持
と
物
価
高
騰
に
伴
う
資

材
費
な
ど
の
上
昇
に
対
応
す
る
た

め
、
支
所
機
能
強
化
事
業
と
し
て
、

通
常
予
算
を
大
幅
に
増
額
し
支
所
機

能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

事
業
所
か
ら
出
る
事
業
ご
み
の
資

源
化
・
減
量
化
に
取
り
組
む
「
環
境

配
慮
型
事
業
所
」
の
認
定
制
度
を
積

極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
生
活
環

境
の
保
全
お
よ
び
廃
棄
物
の
発
生
抑

制
、
再
使
用
、
再
生
利
用
を
基
本
に
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
生
ご
み
処
理
容
器
等
設
置

補
助
や
コ
ン
ポ
ス
ト
バ
ッ
グ
推
進
に

よ
る
生
ご
み
の
削
減
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
環
境
学
習
な
ど
に
よ
る
周

知
・
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
推
進

し
、
空
き
家
の
有
効
活
用
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
空
き
家
実
態
調
査
に
基

づ
き
、
管
理
不
適
家
屋
の
所
有
者
ま

た
は
相
続
人
へ
通
知
を
行
い
、
適
正

管
理
と
老
朽
危
険
家
屋
の
除
却
を
促

進
し
ま
す
。

天
草
の
観
光
拠
点
、
風
光
明
媚
な

自
然
景
観
の
環
境
を
維
持
・
保
全
す

る
た
め
、
景
観
阻
害
要
因
と
な
る
眺

望
を
妨
げ
る
樹
木
の
剪
定
・
伐
採
等

の
実
施
や
老
朽
化
し
た
看
板
な
ど
の

撤
去
に
よ
り
、
良
好
な
景
観
形
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

多
様
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、
各
生
活
圏
域
内
の
移

動
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

公
共
交
通
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
天
草
を
観
光
な
ど
で
訪
れ

る
人
に
と
っ
て
の
移
動
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
た
情
報
発
信
に
よ

り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線

の
補
完
的
役
割
と
し
て
も
有
効
に
活

用
し
ま
す
。

各
地
の
出
張
所
が
担
っ
て
き
た
窓

口
業
務
を
郵
便
局
へ
委
託
す
る
こ
と

で
、
郵
便
局
と
一
体
と
な
っ
た
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に
努
め
ま

す
。子

ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
の

あ
る
人
な
ど
、
全
て
の
人
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
福
祉
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

ま
た
、
市
民
と
行
政
な
ど
を
つ
な

ぐ
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
の

支
援
に
取
り
組
み
、
地
域
住
民
相
互

に
よ
る
支
え
合
い
活
動
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
市
民

の
利
便
性
の
向
上
、
行
政
事
務
の
効

率
化
、
さ
ら
に
は
地
域
課
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
地
方
公
共

団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
で
構
築
し
て
い
た

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
を
国
が
示
す
標

準
仕
様
に
合
わ
せ
、
再
構
築
、
共
通

化
す
る
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

ま
た
、
入
札
参
加
を
希
望
す
る
事

業
者
が
行
う
入
札
参
加
資
格
の
申
請

手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
こ
と

で
、
事
業
者
の
事
務
負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
の
読
書
お
よ
び
学

習
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
電
子
図
書
館

「
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
」
の
導
入
に

取
り
組
み
ま
す
。

「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
」
を
拡

充
し
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
や
業

務
改
善
ツ
ー
ル
の
導
入
な
ど
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
業
務
の
効
率
化
を
図

り
、
生
み
出
さ
れ
た
時
間
を
活
用
し

て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向

上
に
つ
な
げ
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
や
地
域
経
済
の
循
環
を
高
め
る
た

め
、
官
民
連
携
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
体
制
構
築
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
促
進
を
図
る
た
め
、
太
陽
光
・

蓄
電
池
の
設
置
を
引
き
続
き
推
進
し

ま
す
。

脱
炭
素
社
会
に
お
け
る
藻
場
の
重

要
性
を
し
っ
か
り
と
市
民
に
周
知

し
、
こ
れ
ま
で
各
地
先
や
各
団
体
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
藻
場
再
生

活
動
の
連
携
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

漁
業
者
、
高
校
生
、
有
識
者
等
で
構

成
す
る
協
議
会
な
ど
を
設
置
し
、
藻

場
の
保
全
・
再
生
、
水
産
資
源
の
増

大
と
利
活
用
、人
材
の
育
成
と
確
保
、

漁
業
経
営
の
安
定
化
な
ど
を
検
討
し

ま
す
。

イ
ル
カ
の
実
態
調
査
で
収
集
し
た

情
報
を
関
係
機
関
と
共
有
し
な
が

ら
、
教
育
・
観
光
事
業
等
で
活
用
す

る
な
ど
、
イ
ル
カ
と
人
と
の
共
生
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
希
望
し

て
い
る
都
市
在
住
者
等
の
受
け
入
れ

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
子
育

て
世
帯
の
移
住
や
本
渡
都
市
計
画
区

域
外
へ
の
移
住
な
ど
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合
に
は
定
住
促
進
奨
励

金
を
加
算
し
、
新
た
な
視
点
で
の
移

住
・
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
留
学
な
ど
の
事
業

や
空
き
家
の
利
活
用
、
交
流
人
口
と

移
住
者
の
増
加
を
目
的
と
し
た
事
業

を
継
続
し
て
実
施
し
、
さ
ら
な
る
地

域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

ご
み
の
適
正
処
理
及
び

　
　
　
　
資
源
化
・
減
量
化

風
光
明
媚
な
景
観
の

　
　
　
　
　
維
持
・
保
全

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
利
活
用

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

行
政
内
部
に
お
け
る

　
　
　
　
　
Ｄ
Ｘ
の
推
進

公
共
交
通
に
よ
る

　
　
　
移
動
利
便
性
の
確
保

移
住
・
定
住
の

　
　
さ
ら
な
る
促
進

住
み
や
す
い
住
環
境
の
整
備

出
張
所
機
能

地
域
福
祉
の
充
実

支
所
機
能
の
充
実

市
民
生
活
環
境
の
向
上

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
導
入
促
進

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

自
然
環
境
の
保
全

市
民
生
活
に
直
結
す
る

道
路
等
の
生
活
環
境
の
整
備

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

新
た
な
視
点
に
よ
る

　
移
住
・
定
住
促
進
対
策

快
適
な
生
活
環
境
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
体
制
の
充
実

脱
炭
素
社
会
の

　
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
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一般会計
当初予算は558558..55億円

歳 出
 歳出は、使われるお金の目的

によって、民生費や総務費など

12項目に分けられます。

 本年度の予算で最も大きな割

合を占めているのは、お年寄り

や障がいのある人に対する福祉

の充実、子育て環境の充実など

に使われる民生費（31.6％）

です。

　続いて、総務費、公債費、衛

生費、教育費、土木費の順に多

くなっています。

区 分 予算額 増減率(前年度比)

病院事業

収益的収入 44.5 億円 3.4％

収益的支出 44.3 億円 4.9％

資本的収入 2.9 億円 ▲ 72.1％

資本的支出 5.3 億円 ▲ 81.0％

水道事業

収益的収入 21.6 億円 ▲ 5.3％

収益的支出 22.1 億円 ▲ 0.9％

資本的収入 6.6 億円 80.0％

資本的支出 17.5 億円 ▲ 41.0％

下水道事業

収益的収入 18.1 億円 ▲ 3.5％

収益的支出 17.9 億円 ▲ 2.4％

資本的収入 4.0 億円 ▲ 28.9％

資本的支出 11.0 億円 ▲ 15.6％

企業会計の予算

　企業会計は、商店や会社などの民間

企業と同じように、その事業で得た収

入をもって支出をする独立採算制の会

計で、地方公営企業法により設置して

います。

　本市では、病院事業と水道事業、下

水道事業を企業会計で運営しており、

予算額は右表のとおりです。

歳出 
558.5 億円 

教育費
44.0 億円

(7.9％ )

民生費
176.4 億円

(31.6％ )

総務費
91.2 億円

(16.3％ )公債費
67.4 億円

(12.1％ )

衛生費
64.6 億円

(11.6％ )

土木費
35.4 億円

(6.3％ )

消防費
20.5 億円 (3.7％ )

農林水産業費
26.5 億円 (4.7％ )

商工費
27.7 億円

(5.0％ )

議会費
2.7 億円 (0.5％ )

災害復旧費 ・ 予備費
2.0 億円 (0.3％ )

令
和
６
年
度

予
算
予
算

歳 入
  歳入は、市税や使用料・手

数料等の市が自主的に収入

できる「自主財源」と、地方

交付税や国・県の支出金、

国や金融機関などから借り

入れる市債などの「依存財

源」に分けられます。

  自主財源は155.6億円で、

歳入総額に占める割合は

27.9％（前年度26.7％）。

  一方、依存財源は402.9

億円で、歳入総額に占める

割合は72.1％（同73.3％）

となっています。

　本年度の当初予算が、第１回市議会定例会で決まりました。

本年度の一般会計当初予算額は、前年度比13.8億円（2.5％）増の

558.5億円。主要財源である普通交付税が、人口減少などの影響

により減少傾向にあり、財政運営が厳しさを増す中、第３次天草

市総合計画に位置付けた施策を着実に推進するための事業を中心

に予算編成を行いました。

　今号では、一般会計のほか、特別会計・企業会計の当初予算を

紹介します。

財政課☎27-5053問

各種交付金
21.7 億円 (3.9％ )

歳入 
558.5 億円 

地方譲与税
5.8 億円 (1.1％ )

県支出金
41.6 億円

(7.4％ )

市債
43.2 億円

(7.7％ )

地方交付税
224.8 億円

(40.2％ )

市税
75.4 億円

(13.5％ ) 繰入金
38.5 億円

(6.9％ )

寄附金
25.2 億円

(4.5％ )

使用料・手数料
7.0 億円

(1.3％ )

その他
9.5 億円

(1.7％ )

依存財源 402.9 億円

(72.1％ )

自主財源
　155.6 億円

　　(27.9％ )

区 分 予算額 増減率
(前年度比 )

国民健康保険 117.4 億円 ▲ 2.9％

介護保険 115.3 億円 ▲ 2.4％

後期高齢者医療 16.3 億円 10.4％

浄化槽市町村整備推進事業 1.3 億円 3.9％

国民健康保険診療施設 3.0 億円 ▲ 10.4％

斎場事業 1.6 億円 7.8％

特別会計の予算

　特別会計は、特定の事業

を行う場合に一般会計と分

けて会計処理をするために

設置しています。

　本市では、国民健康保険

や介護保険、後期高齢者医

療などがあり、予算額は右

表のとおりです。

国庫支出金
65.9 億円

(11.8％ )

※金額と構成比、増減率は表示単位未満を四捨五入しているため、合計と必ずしも一致しません。




